
予約 接種

50～59歳 （昭和37年 4月 2日～昭和47年 4月1日生まれ） 受付中 実施中

40～49歳 （昭和47年 4月 2日～昭和57年 4月1日生まれ） 受付中 実施中

30～39歳 （昭和57年 4月 2日～平成 4 年 4月1日生まれ） 9 月 2 日㈭～ 9月中旬～

16～29歳 （平成 4 年 4月2日～平成18年 4月1日生まれ） 9 月16日㈭～ 10月上旬～

12～15歳 （平成18年 4月 2日～平成22年 1 月31日生まれ） 通知に記載 9月上旬～

在学中の受験・就職対象者 （平成16年 4月1日以前に生まれた方） 受付中 実施中

優先接種対象者 受付中（一部） 実施中（一部）

ワクチン接種情報
　国からの供給量に合わせて順次ワクチン接種を進めています。接種を受けることで、重症者や死亡者が少なく
なるなど高い発症予防効果が認められています。接種を希望する方は接種日程にあわせて予約をお願いします。

8 月20日現在の情報をお知らせ

☎７８－１７００（午前 ９時～午後 ５時　※土日・祝日含む）
●問い合わせ　松本市新型コロナワクチンコールセンター

市ホームページ
で随時更新・発
信しています。

最新情報はこちら
新型コロナ

12～15歳の接種について
　年齢順に行います。ワクチン接種はこれまでと同じく強制ではあり
ません。接種についてあらかじめお子さんとよく相談してください。
　接種を行う場合、保護者同伴での接種で、かつ予診票は保護者の自
署が必要となります。

15歳の方へ8月24日に発送し、順次、14・13・満12歳の方
へ発送します。

接種券

大人との予約混雑を避けるため、電話（☎78-1700） のみ予約

病院や個別医療機関を中心に行う予定会場

松本市のワクチン接種日程（ 8月20日現在）

★60歳以上の方も、引き続き予約や接種ができます。

優先接種対象者について

①　障害者福祉施設関係者（入所・通所）
②　保育士等
③　消防団員
④　はり・灸・あんま・マッサージ等
⑤　理美容業

　下記の職種の方は、市の優先接種を行います（①以外は松本市に住
民登録がある方のみ）。詳細は各団体を通じてお知らせしています。

新型コロナワクチン接種情報� 2

ハザードマップの確認を� ４

大規模災害時の医療救護所、
　屋外広告物の点検を� 5

救える命があります� 6

5つの健康習慣で
　がんリスクが低下� 7

衆議院議員総選挙・
　最高裁判所裁判官国民審査� 8

下水道の日、　動物愛護週間、
　市議会第2回臨時会から� 10

情報チャンネル� 11

10月の相談日� 20

今月の一枚、まつもとの味� 21

カタログポケット、マイナンバー� 22

―　も　く　じ　―

※④・⑤は県も実施しており、
　その状況をみながら進めます。

（令和４年 ４月 1日時点の満年齢で区分）
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〈 7 /17～ 8 /16の松本市新規陽性者数〉〈 1 / 1～ 1 /31の松本市新規陽性者数〉

〈65歳以上のワクチン
2回接種率〉

52.４％

85.6％

■60歳以上
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ワクチンの高い発症予防効果
　第3波では市内陽性者全体における6０歳以上の割合が3９.3パーセントでしたが、
第５波は2.3パーセントと、ワクチン接種による感染者数の抑制効果があらわれています。

抗体カクテル療法
重症化を防ぐ治療法！

　人工的に作った2種類の
抗体を同時に投与する、新
型コロナ患者（軽症者）へ
の新たな治療法です。
　2種類の抗体が投与され
ると、ウイルス表面の突起
部分「スパイクたんぱく質」
に結合し、増殖を防ぎます。
異なる抗体を投与すること
で、変異ウイルスにも対応
できると期待されています。

適切な感染対策でコロナ禍を乗り越えましょう！

・屋内で会話時は�マスクを正しく着用
・マスクをしていても人との距離は�最低 1m確保
・屋内や車内は�十分に換気
・適切なタイミングで�正しく手洗い、手指消毒

発症・重症化の

リスクを下げることが

より重要です！！

松本市保健所長より市民の皆さんへ

陽性者全体における60歳以上の割合

第3波
（ 1 / 1～ 1 /31）

39.3％ 2.3％

第5波
（ 7 /17～ 8 /16）

塚田 昌大／松本市保健所長

　ワクチンは変異株に対しても、重症
化リスクが90パーセント以上下がる
といわれています。新型コロナは重
症化するかがポイント。重症患者を
少なくするために、若い世代の方も
ワクチンを接種する必要があります。

　また、「抗体カクテル
療法」（右の解説参照）
は、軽症患者に使える初
めての治療薬で、市内の
病院でも8月上旬から

使用しています。
　この薬を投与すると熱があっても
翌日に下がる方が多く、重症化を防
ぐ効果が期待できます。早めに自宅
や宿泊療養に移ることができ、病床
の稼働率も上げることができます。
　ワクチンや治療薬の開発は進ん
でいますが、現状ではワクチンを
接種した方でも人にうつす可能性
があることから、引き続き感染予
防対策をお願いします。

ワクチン接種
済みの方も！

受診相談センター

　発熱等の症状がある場合は、まず電
話で「かかりつけ医」などに相談して
ください。かかりつけ医を持たない方
や、土・日・祝日・夜間などの場合は、
こちらに電話でご相談ください。

0263－47－5670
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